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平成19年度鳴門市社会貢献活動講演会が開催されました

鴫門市の主催による平成19年度鴫Fヨ市社会貢献活動講演会が 11月 13日に開催されまし

た。吉田忠志鳴門市長のあいさつに続いて猪子和幸先生が「チャレンジドの社会参加と就業に向

けて」と題した講演をされ、会場の鴫門市老人福祉センターに詰めかけた参力0者は熱心に耳を傾

けました。

講師の猪子先生は平成11年 3月 に高等学校教員を定年退職されると直ちにtlCIテレワーカー

ズネットワークを創設され、特定非営利活動促進法 (NPO法)の施行に伴い、従来の任意団体

からNPO法人へと組織変更を行い、31き続き代表理事として精力的に活動をされております。

Jclテレワーカーズネットワークは創立以来一貫して、障害者や高齢者などの社会的弱者の自

立支援を目的とした活動を続けてこられました。その活動の基本となる考え方は、これまで社会

的弱者といわれてきた人たちは、ただ援助を与えられるだけの存在だと思われてきたが、本当は

そうではない。彼らには彼らにしかできないことがある。それだけの能力を持つている人たちで

ある、というものです。そのことを言い表しているのが、講演のテーマに使われている「チャレ

ンジト」という言葉です。従来の障害者という表現は、彼らのそういう能力を無視している、単

に言葉の言い換えではな<、 彼らは正にチャレンジドなのだと。「私は、障害者でもこれぐらいの

仕事はできるだろう。これぐらいの料金でいいだろう、などという考えで発注して<る仕事は受

けない。彼らにしかできない仕事でないとやらない」講演の中で話されたこの言葉のなかに、日々

の現場での実践によつて積み重ねられた彼らの自信と自負が詰まつています。

講演の中で先生が強調されていたもう一つのポイントは、NPOとして自立することの重要性

です。経営マネジメントの重要性という言い方をしてもいいでしよう。経営という言葉に拒否反

応を示すNPO関係者も少な<ありませんが、組織を継続的に存立させるためには経営マネジメ

ントは不可欠です。猪子先生は教員時代に商業簿記も教えておられたそうなので、会計の重要性

はよくお分かりになつておられると思います。しかし、それだけではない。お話の中から、常に

新たな事業機会を模索しておられる様子が伝わつてきます。宅配便業者との事業連携、横断幕作

成受注のための設備投資等、どれも事業リスクが伴うはずですが、そこをきちんと冷静にマネジ

メントされて事業を軌道に乗せておられる。そのことが、チャレンジトが自分たちの能力を発揮

できる場の創造へと繁がつてい<様子がよ<わかりました。

猪子先生の講演 講演会会場



福祉施設でのポランティア活動のすすめ
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NPO法人「ふ<ろうの森」広報担当 野村 幸子
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ばんどう門前通りを目る

板東地区自治振興会 会長 林 宏明

徳島県では、本年「おどる国文祭」と題して
第 22回国民文化祭が開催され、県下各地で徳
島のすばらしい文化を全国に発信しました。

板東地区自治振興会では、その国文祭に
合わせて 10月 27日から 11月 4日まで
『一店 (一戸)一美コンクール』を開催し
ました。通り沿いの民家29戸が参加して、
店先や軒先に手作りの工芸品、絵画 (日本
画、洋画)彫亥J、 パッチワーク、ガーデニ
ング、花題、鉢植え、お遍路さん人形など
の作品が出品されました。期間中は、多<
の観光客や市民の方が訪れ、感動される場
面もありました。

今後、私たちは『おもてなし』の心で、
このばんどう門前通りを活性化し、賑わい
のあるまちづくりに努力したいと考えてい
ます。

門 前 通 り

鴫門の宝「第九Jも踊つた国文祭

NPO鴫門第九を歌う会 浅野 里江

実現した。
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美しい鳴門で、 トレッキングを愉 しもう

NPO法人 OH!なると 代表 神田真奈美

夜、ご夫婦やご近所の仲間と歩いておられる姿をよ<見かけます。健康のためにも、とても大切
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り、自転車にまたがつたりして、いつもの町並みや自然を旅してみようじやないか、といったもの

でした。本来、trekkingと いうのは、「散歩」のような感覚のもので、現在のような「出歩き」の

ような、登山に近いスポーツとしての認識は、あまりありませんでした。実際、私が学生時代に使
っていた辞書には「trekkin『 (ゆ つ<り、または苦労して)旅行すること、前進すること」とあ

ります。この「苦労して」というのは、「せつかくの旅行なのだから、なんでもないことでも、じ

つ<り観察して関わつてみよう」とでも言い換えれば、納得かもしれません。トレッキングでは「も

<もくと歩<こと」が目的ではなく、感動
｀
したり、発見したりする楽しみが目的なのです。

今では、アウトドア用品メーカーが、自然となじむスタイリッシュなトレッキング・ウェアを開

発し、署い 。塞いにも機能面で対応した快適性の高いものが増えました。スキーのストックのよう

なものを持ち、膝への負担を軽減するノルディックウォークも徐々に日本でも普及。各地でウォー

キングなどのガイドサービスも増えてきました。トレッキング・ワールドはますます広がっていま

す
ところで、鳴門も車での移動が主で、すぐそばのコンピニヘ

も車でという万も多いですね。そこで、日常の lkm以内の

移動は、歩きや自転車にしませんか?街角の香りやハ百屋や

お肉屋さんの笑顔に癒されたり、行き詰まっている仕事も歩<
ことで頭が整理でき、 1歩前進できるヒントがみつかつたり。
これは、立派な トレッキングの効用ですね。
私たちOH!な るとが毎週日曜に行つているウォーキングは、

実は、そういつたちよつとした日常の散策の舞台を、島田島や

大毛島、大麻など、すぐ近くにあるフィール ドに求めたもので

す。落ち葉が降り積もり、膝にもやさしい木立の中を往<四国
のみち、ほとんど車が通らない田園風景を買く美しい青空の道、
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内面から若さがわいてきます。
次の日曜、デジカメ片手に、トレッキングしにきませんか?

自然派のOH!なるとウオーキングガイドがご案内します。

10H!な ると 定例ウォーキング 毎週日曜 シーカヤックショップホライズン前 9時集合 i

!(2時間程度歩きます)詳 し<は 00・ http:〃ohnaruQoOrn/ (嗚 門町土佐泊浦字黒山)!
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t 行事のお知らせ

子どもマジック教室

「マジックシヨー」

「阿波の女性史」
～日本の建国は阿波の女性から～

～笑いと不思議の60分～

【と き】 12月 8日 (上)

10:30～ 11:30
【ところ】 鴫門市立図書館 3F
【出 湊】 徳島マジッククラフのみなさん
【入場料】 無料 (申 し込み不要)

NPO法人「ふ<ろうの森」

【と き】平成20年 1月 19日 (土)

13:30～ 15:30
【ところ】鴫門市立図書館 2F
【講 師】後藤田 みどり さん

(「阿波の歴史を小説にする会」会員)

【対 象】一般
【参加費】100円 (当日集金)

なるべ<事前申し込みのこと

【申込み先】「ふ<ろうの森」
当日OK)

■OFA× 686-0389


